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（松下）
平成８年８月に， 工学部教務委員会のもとで， 工学部留学生教育研究室 が工学部と工
学研究科に在籍する留学生に対する教育， 研究指導の実態について留学生と指導教官に




８年度５月現在， 工学部に在籍 している留学生の数は８６名であり， 金沢大学に在籍する
留学生総数２６７人の約３分の１を占めている。工学部の留学生には以下に示すような三つ
の特 徴 が ある。
（１） 学位の取得を留学の主な目的としている。 研究生と して在籍 している留学生も，
平成７年度より発足している短期留学 （１年間） 推進制度により受け入れられた４
名を除いて， 全員修士課程ある いは博士課程に進学する予定である。
（２） 留 学 生の 出 身 国 は 発 展 途 上 国 に 集中 して い る。 中国， 韓 国， マ レイ シ ア， イ ン ド
ネ シ ア， タ イ， バ ン グ ラ デ シ ュ， ポー ラ ン ド， ガ ーナ， チ ュ ニ ジア な ど１０数ケ 国 に
分 布 して い る。
表１ 留 学生種別及 び割 合
種別 学 部 工 学 研 究 科 白然科学研究科
国 費 政 府 私 費 合計 国 費 政 府 私 費 合計 国 費 政 府 私 費 合計
年度 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数
平成４年度 １ ６％ １２ ７１％ ４ ２４％ １７ ５ ２８％ Ｏ Ｏ％ １３ ７２％ １８ ７ ５４％ １ ８％ ５ ３８％ １３
平成５年度 ０ Ｏ％ １５ ６５％ ８ ３５％ ２３ ８ ２９％ Ｏ Ｏ％ ２０ ７１％ ２８ ８ ５３％ Ｏ ０％ ７ ４７％ １５
平成６年度 ０ Ｏ％ １６ ７０％ ７ ３０％ ２３ ９ ３２％ Ｏ ０％ １９ ６８％ ２８ ９ ５０％ ０ Ｏ％ ９ ５０％ １８
平成７年度 ０ Ｏ％ １６ ６７％ ８ ３３％ ２４ ８ ３１％ Ｏ ０％ １８ ６９％ ２６ ８ ３１％ ０ Ｏ％ １８ ６９％ ２６
平成８年度 Ｏ Ｏ ％ １１ ５８％ ８ ４２％ １９ ２ ６％ ２ ６％ ２８ ８８％ ３２ １３ ３７％ ２ ６％ ２０ ５７％ ３５
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（３） 私費留学生が多い。 表１に見られるように， 工学研究科と自然科学研究科に在籍
す る 留 学生 の う ち 私 費 留 学 生 の 占 める 割 合 は そ れ ぞれ８８％ と５７％ と なっ て いる。 学
部 留 学 生 では マ レイ シ ア とイ ン ドネ シア 政 府 派遣 留 学 生 が５８％ を 占 めて いる。
２． 講義に対する理解度と理解できなかった原因
学部と修士課程の留学生に対して， 講義の理解度についてアンケート調査した結果を
図 １ に 示 す。 理 解 で き た 科 目 の 割 合 は，
「大 体 理 解 で き た」 を 含 め て 学 部留 学 生 で は７２
％， 修 士課 程 留 学 生 で は８０％ と なっ て い る。 講義 の 理 解 度 は か な り 高 い と言 える で あ ろ
う 。
さ ら に， 理 解 で き な かっ た 理由 を ま と めた 結 果 を 図 ２ に 示 す。 理 解 を妨 げてい る 主 な
原因として，
「必要な基礎知 識を勉強 したことがない」と答えた 学生の割合が最も高く（学
部留学生が２６％， 修士課程留学生が３０％），何らかの形で基礎的科目の補習が必要と思わ
れる。 ま た， 留 学 生の 勉学 の 妨 げに な る と考 え ら れ る 「言 葉 の 壁」 に つ い て は， 「日本 語
が難 しい」 と 感 じる 留 学 生 は学 部 学 生 で１５％， 修 士 課 程留 学 生 で は８ ％ であ り， そ れほ









０ １０ ２０ ３０ ４０
（％）
３． 留 学 生 の 基 礎 学 力 に 対 す る 自 己 評価
基礎学力の不足 を感 じる分野とその程度について， 学部留学生を対象としたア ンケー










勉 強、 努 力、 出 席 し な か っ た
分からな い箇所を聞く 所がない
相談 する相 手がいな い




０ １０ ２０ ３０ ４０
（％）








０ １０ ２０ ３０ ４０ ５０
（％）
また， 図 ４ は修 士学 生 を 対 象 に 行 っ た ア ン ケ ー トの 結 果 を 示 して い る。 「や や 足 り な
い」， 「不 足」， 「非 常 に 不 足」 を 合 わ せ る と， 基 礎 学力 の 不足 を感 じる 学 生 は７５％ にも 達
し， 場 合 に よっ て は 留 学 生 に 対 す るカ リ キュ ラ ム の 見 直 しも 必 要 に な る と 考 え ら れる。
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０ １０ ２０ ３０ ４０
（％）
４． 留 学 生 の日 本 語 の 能 力 に 対 す る 自 己評 価
図５， 図６に学部学生およ び修士課程学生の日本語の能力に対する自己評価を示す。
学部 生 の 場合， 「授 業 を 聞 く」， 「教 科 書， 論 文 を 読 む」， 「研 究 での ディ ス カ ッ ショ ン」の
項 目 で は ほ ぼ全 員 が 「大 体 で き る」 のラ ンク を 含 めて あ ま り 不 自 由 を 感 じて お らず， 講
義 に 必 要 な日 本 語 レ ベ ル を 備 え て いる と思 わ れ る。 しか しな が ら， 高 度 な日 本語 を 要 す
る研究論文の作成と発表， 授業での質疑応答などになると不自由を感じている学生の割
合 は 増 え， 「あ ま り で き な い」 と 答 えた 学 生 は 「授 業 での 質 疑 応 答」 の項 目 で１７％，
「レ
ポー ト を 書く」 で は２５％， 「研 究 発 表」 で は３３％，
「研 究 論 文 を 書 く」 の項 目 で は３８％ に
達 し て い る。




指導教官に対して行った留学生 （学部， 修士） の印象に関するアンケートの結果を図
６， 図 ７ に示 す。 プ ラス 面 の 評 価 と して 「真 面 目に 努 力 す る」：３８％， 「積 極 的に 努 力 す
る」：３１％， 「自 主 性 が 強 い」：１６％ な どが 上 げ ら れて お り， ま た， マイ ナ ス 面と し て「基
礎 能力 不 十 分」：２７％，
「日 本 語 能力 が不 十 分」：２４％， 「他 の 学 生 と の ディ スカ ッ シ ョ ン
が少 な い」：２０％ な どが 指 摘さ れて い る。
「基礎能力不十分」 とする指導教官の指摘は前述 した留学生の基礎学力に対する自己
評価と一致しているが， 日本語の能力について は留学生では 「あまり不便を感じていな
い」 と答 え て い る の に 対 して 「日本 語 が 不 十分」 と 考 え る 指 導 教 官 が２４％ と 比較 的 多 く，
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研 究 で の デ イ ス カ ッ シ ョ ン
授業 での 質疑応答
口 よく でき る
口 で きる
■ 大 体 でき る
国 あ まり で きな い
團 で きな い
教科書・論 文を読む
授業を聞く
０ ２５ ５０ ７５ １００
（％）




研 究 で の デ イ ス カ ッ シ ョ ン
授業での質疑応答
口 よく でき る
口 でき る
■ 大体 でき る




０ ２５ ５０ ７５ １００
（％）
指導教官が期待する レベルと学生自身の評価との間にやや差異が見られる。
以 上 の 調 査 結果 か ら， 理 工 系 の 留 学 生 に とっ て もっ とも 勉 学 の 妨 げに な っ て いる の は














留 学生に対する 指導教官の評価 （プラス 面）









カ ッ シ ョ ン が 少 な い
その他
留 学生に対す る指導教官の評価 （マイナ ス面）
。 ．’ ＾ ．
０ ５ １０ １５ ２０ ２５ ３０
（％）
６． 留 学 生 に対 す る 課 外 補 講 （特別 学習）
工学部 では工学部と工学研究科に在籍する留学生 に対 して， す でに正規授業や研究の
遂行に必要な基礎的知識を補うた めの補講を実施 しており，平成７年度には総計４０８時間
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の 補 講 実 績 があ る。
これらの効果を検証し今後の補講実施計画に活用するべく， 平成８年度 ４月， 留学生
専門教育教官より留学生５３名 と指導教官３８名を対象に， 留学生の 「学習の実態」 と 「課
外 補 講 に対 す る 要 望」 に つ いて ア ンケ ー ト調 査 を行 っ て い る。 こ の 結 果 に 基き 平 成 ８ 年
度の留学生課外補講の計画を立て， 実施 しているが， 主な補講の形式として は基礎的科
目に お いて は 留 学 生 各々 の 要 求 に応 じる 個 別 指 導体 制 をと っ て お り， コ ン ピュ ー タ の基
礎 な ど共通’性の あ る も の に 対 して は講 習 会 の 形 式 を とっ て い る。 ち な み に， 今回 の ア ン
ケート調査で学部留学生で個別 指導 を受けたことがあると答えた学生は６３％にの ぼって
い る 。
また， 受講の際に理解が困難な授業科目に対する留学生の対応方法について質問した
とこ ろ， 学部 留 学 生 の４５％ が 「参 考 書 を 調 べる」， ３５％ が 「ク ラ ス メ ー ト の 日本 人 の 学 生
に聞 く」， １５％ が
「同 じ出 身 国 の 友 達 に 聞 く」 と 答 えて お り， 指 導 教 官 や チ ュ ータ ー の制
度 があ ま り 活用 さ れ て い な い こ と がわ かる。
７． 留学生が研究指導を受ける頻度 と方法
○指導を受ける頻度
研究指導方法に関して修士課程留学生を対象に実施したア ンケー ト結果によると 「研
究 指導 を受 け る頻 度」 は 「１ 週 間 に １ 回」 が５６％， 「２ 週 問 に １ 回」 が１９％， 「１ヶ 月 に
１ 回」 が１９％ と なっ て い る。 逆 に 指 導 教 官 に対 し て 行っ た ア ンケ ー ト結 果 で は
「１週 間
に １ 回」 が 最 も多 い４２％， 次 い で
「２ 週 間 に １ 回」 が３７％， 「１ 週 間 に２ 回」 が１１％ と な
っており， 両者の数字に大差は見られず修士課程留学生は常時必要な研究指導を受けて
い る と判 断 さ れる。
一 方， 学 部 留 学生 の 場 合， 指 導 教 官 あ る い は相 談 教 官 が
「留 学 生 と会 う 頻 度」 は 「１
ヶ月 に １回」 （２７％） と 「１ 学 期 に １ 回」 （２７％） が最 も 多 く， 「１ 週 間 に １回」 と 答 えた
学生は１３％ しかいない。 学部留学生は研究室に所属 していないため指導教官と接触する
機会が大変少なく， 何 らかの形 で質問や相談のできる体制を作ることが期待される。
○研究指導の方法
指導教官が留学生の研究指導に際 してとくに心掛けている点， 工夫した 事項について
記入 した結果をまとめる と以 下のようになり， それぞれの教官が各留学生に合わせて対
応 して いる 様 子 が伺 わ れる。
（１） 留学生に合わせた個人指導
留学生各々 の能力 を把握する， 個別指導に時間にかける， 実験記録の概要を毎日
提出させる， 研究に関連する学術論文の概要レポー トを月一回程度提出させる， 個
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別に参考書， 参考論文を与えて学力 を向上させる など。
（２）「言葉の壁」 を配慮 した指導
ゆ っく り 話 す， 文 章 で 指 示 す る， 研 究 実 験 の指 針 を 日 本 人 学 生 よ り詳 しく 与 え る，
日本人学生とペアを組ませる， 周 りの日本人学生や職員に助言を依頼する， 日本人
学生との会話を多くするように双方に指導する， 関連文献の読み合わせ， 日本語補
講 に 出席 す る よ う に 指 導 す る な ど。
（３）「基礎学力」 に合わせた指導
学生白身の工学基礎知識に合わせた指導， 基礎学力の強化， 基礎学力に合った研
究テーマの設定， 討論の際にできる限り学術の価値について言及するな どが挙 げら
れ て い る。
８。 目 本 語の 学 習
日本で勉強している留学生， 特に学部生と修 士課程に在籍している留学生に対して，
講 義 が ほ ぼ全 部 日 本 語 で 行わ れる の で， 日 本語 は欠 か せ な い。 その た め に， 本学 留 学生
センタ ーは日本語補講クラス を設け， 留学生を対象に各レベルの日本語補講を行ってき
た。 今回は日本語担当教師の要望もあり， 工学部に在籍する学部 と修 士課程留学生の日
本 語 の 学習 に つ いて も 調 査 を行 っ た。 結 果 は以 下 の 通 り で ある。
ま ず， 日 本 語 の 基礎 につ い て，
「正 規 生 にな る 前 に 日 本 語 を勉 強 した こ と ある」の割 合
は学部留学生で１００％， 修士課程留学生 で９３％である。 政府派遣留学生の場合， 本国の日
本語予備校で， 私費留学生 は日本語学校， 或いは研究生として本学に在学する期間に日
本 語補 講 ク ラス を通 して 日 本 語 を 勉 強 した ケ ー ス が多 く， い ず れに して も， 正 規 学生 に
なっ た 時 点 で はあ る 程 度 の 日 本 語 の 基 礎 が揃 っ て いる こ と を示 して い る。 日本 語 の必 要
度 を示 す 「レ ポー ト， 論 文 を 書 く 際 に 使用 す る 言 語」 の 設 問 に 対 し て， 学部 留 学生 は９２
％， 修士課程留学生は８８％の割合で
「日本語」 と答えている。 勉学中日本語の必要度が
高 いこ と を 示 して い る。
本学留学生セ ンターが開講している 日本語補講を通 して達成 したい目的では， 学部留
学 生 は 「レ ポー トを 書 け る」 の が 最 も高 く３３％ で あり， 次 に
「研 究 で の ディ スカ ッ ショ
ン」１７％，
「授 業 を 聞く 事 が でき る」１７％ で ある。 修 士 課 程 留 学 生 は 「研 究 での ディ ス カ
ッ シ ョ ン」が 最 も 高 く２４％ で あ り， 次 に「研 究 論 文 を 書 ける」２１％， 「日 常会 話 が でき る」
２１％ であ る。 正 規 生 に なっ て 以 来， 特 に 日 本語 を勉 強 し て い な い 理 由 につ い て，
「今 の 日
本語能力は勉学， 研究と生活に不自由がない」 と答えた学部留学生は３６％， 修士課程留
学 生 は２９％ であ り，
「専 門 の 勉 強 と研 究 が 忙 しく で， 両 立 で き な い」と 答 えた 学 部 留学 生
は２９％， 修士課程留学生は７１％である。 修士課程留学生は専門の勉強の忙しさと私費留
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学生が多い （８８％） ゆえに， アルバイ トに時間が取られるため， 日本語補講と両立する
ことが難しい状態である。 指導教官も留学生は日本語補講 と専門の勉強との両立ができ
な い場 合， 専 門の 勉 強 を 優 先 さ せ ざ る を得 な い 状 態 で ある。
日本に来たばかりの時点での留学生は， 日本語は全然分からない初級段階であり日本
語への勉強意欲が強く， 日本語補講への参加率も高い。 ある 程度 日本と日本語に慣れ，
周 囲 との コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ンの 手 段 が でき， 専 門 の 勉 強 も忙 しく にな っ て く る と， 日 本
語補講への参加率が落ちていくのが現状である。 如何に専門の勉強・研究と両立できる
日本語の補講を工夫するか は， 中級と上級日本語補講クラス の課題でもある。 平成８年
度前期から， 日本語担当教師と工学部の日本人学生のボランティ アを主体とする， 週に
１ ～ ２ 回 を行 わ れる 「異 文 化 交 流 会」 は， その 一 つ の 試 み で あ る。 留学 生 と 日 本 人学 生
と日本語担当教師とが集まる 自由交流の場を設け， 文化， 杜会の様々 な情報を交換中に，
自然に日本語を上達させる ねらい を持ったもので， 多数の日本人と留学生の参加が期待
さ れ る。
図 ９ 日 本語の補講 を通 して 達成 した い目的
研究論文を書ける
レポートを書ける
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９． 今 後 の課 題
留 学 生 の 勉学 上 「言 葉 の 問 題」 が大 き な 障 壁 と なっ て い る こ と は 言 う ま で もな い が，
工学部および工学研究科に在籍する学生 においては， さ らに， 基礎的学力の不足が大き
な 問題 点 と して 挙 げら れ る。 基 礎 学力 の不 足 は， 主 と して 諸 外 国 と 日 本 と の 教育 シス テ
ム や教 育 内 容の 違 い に 起 因 す る も の で あ り， こ れ ら の ギ ャッ プ を補 填 す る こ と が留 学 生
受 け 入 れに とっ て は非 常 に 重 要 な 課 題 で ある。
一 １１５ 一
金沢大学留学生センター紀要 第１号
留学生を受け入れるに当たっ ては勉学， 研究の遂行に必要な基礎学力 の有無を十分に
チ ェ ッ ク する こ と は も ち ろ ん で ある が， 受 け入 れた 留 学 生 に 対 し て は
「課 外 補講」と「チ
ューター制度」 を十分に活用する ことが必須であり， それらの制度 の一層の充実をはか
る こ と が 求 めら れ る。
しかしながら， 一方で留学生各々の基礎学力 と専攻分野が異なるた めに系統的に基礎
学力を補うことは， 時間的制約， 教官スタッフや財政的制約などのため学部単独で実施
す る こ と はか な り 困 難 で も あ る。 留 学 生 セ ンタ ー な どと 連 携 し て， 日本 語 補 講 と同 様 に，
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数 学， 物 理， 英 語， 化 学， コ ン ピュ ー タ ー 基礎 な ど基 礎 的 科 目 の 補講 を全 学 の留 学 生に
向 けて 実 施 す る こ と も 選 択肢 の １つ で あ る と考 え ら れ る。
今後とも工学部に在籍する留学生は確実に増えて行くであろう。 工学部で学ぶ留学生
の受け入れ体制と教育， 研究指導体制をさらに整備し， 教育現場での 国際化を進めるこ
と が重 要 で あ る と 考 え る。
一１１６ 一
